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国立大学法人北海道大学



（様式２）

国立大学法人北海道大学

差　　　額

（決算－予算）

　 　 　

43,195 43,194 0

1,229 1,266 37 （注１）

0 0 0

4,625 13,876 9,250 （注２）

0 438 438 （注３）

113 113 0

30,432 30,963 531 　

9,889 9,984 95 （注４）

20,091 20,459 368 （注５）

0 0 0

452 518 66 （注６）

6,525 8,915 2,390 （注７）

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

86,119 98,767 12,648

58,529 56,776 △ 1,752 （注８）

39,928 37,509 △ 2,419

18,600 19,267 666

10,120 9,701 △ 417 （注９）

1,342 1,379 37 （注10）

0 0 0

0 422 422 （注11）

6,525 8,715 2,190 （注12）

0 0 0

9,604 18,852 9,249 （注13）

0 0 0

86,119 95,849 9,729

0 2,918 2,918

 収入

運営費交付金

施設整備費補助金

平成１７年度　決算報告書

区　　分

　　　　　　　 （単位：百万円）

予　算　額 決　算　額 備　　　考

船舶建造費補助金

施設整備資金貸付金償還時補助金

補助金等収入

国立大学財務・経営センター施設費交付金

自己収入

授業料、入学料及び検定料収入

附属病院収入

財産処分収入

雑収入

産学連携等研究収入及び寄附金収入等

長期借入金

貸付回収金

承継剰余金

旧法人承継積立金

目的積立金取崩

計

 支出

業務費

教育研究経費

診療経費

一般管理費

施設整備費

船舶建造費

補助金等

産学連携等研究経費及び寄附金事業費等

貸付金

長期借入金償還金

国立大学財務・経営センター施設費納付金

計

収入－支出



（注１）

（注２）

（注３）

（注４）

（注５）

（注６）

（注７）

（注８）

（注９）

（注10）

（注11）

（注12）

（注13）

補助金等収入については、国等からの補助金の獲得に努めたため、予算額に比して決算額が４
３８百万円多額となっております。

一般管理費については、経費の節減に努めたため、予算額に比して決算額が３３３百万円少額
となっております。

（注７）に示した理由等により、予算額に比して決算額が１,８２６百万円多額となっておりま
す。

予算段階では予定していなかった国（の各組織、特殊法人及び民間）からの受託研究の獲得に
努めたため、予算額に比して決算額が１,９０７百万円多額となっております。

（注１）に示した理由等により、予算額に比して決算額が４６百万円多額となっております。

○予算と決算の差異について

（注２）に示した理由等により、予算額に比して決算額が９，２５０百万円多額となっており
ます。

（注３）に示した理由等により、予算額に比して決算額が４２２百万円多額となっておりま
す。

施設整備費補助金については、平成１７年度補正予算によりアスベスト事業を行ったため、予
算額に比して決算額が４６百万円多額となっております。

施設整備資金貸付金償還時補助金については、平成１７年度補正予算により繰上げ償還を行っ
たため、予算額に比して決算額が９,２５０百万円多額となっております。

授業料、入学料及び検定料収入については、授業料において主として在籍学生が増加したた
め、予算額に比して決算額が７６百万円多額となっております。

附属病院収入については、在院日数の短縮、手術件数の増に努めたこと等により予算額に比し
て決算額が３６８百万円多額となっております。

雑収入については、主として特許出願支援、農場演習林収入等の増収に努めたため、予算額に
比して決算額が４５百万円多額となっております。

業務費については、教育研究経費において経費の節減に努めたため、予算額に比して決算額が
２,０２１百万円少額となっております。


